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01：見慣れた 02：面白さ 03：安心感 04：寂しげ 05：大きい 06：平凡な 07：広がりのある 08：活動的な 09：日常 10：穏やかな 11：洗練された 12：やわらかい 13：自然な
A 4.11 2.15 4.09 3.43 3.29 4.36 3.84 3.11 4.52 4.36 1.84 3.59 4.06
B 4.04 2.09 4.52 3.40 4.02 4.43 4.45 1.31 3.95 4.65 1.86 4.02 4.88
C 3.50 2.61 3.31 3.34 3.34 3.75 3.29 3.31 3.61 3.13 2.34 3.15 4.36
D 2.81 3.34 3.61 3.43 4.34 3.43 4.65 2.68 3.40 4.22 2.40 3.75 3.95
E 3.72 2.29 3.97 3.88 2.97 3.70 2.81 1.52 3.45 4.43 2.29 3.81 4.61
F 2.15 3.90 2.68 3.13 3.93 2.45 4.45 3.81 2.45 3.36 3.11 2.97 3.29
G 4.25 2.18 4.18 3.52 3.97 4.43 3.77 2.00 4.22 4.40 2.31 3.63 4.52
H 1.50 3.95 2.34 3.06 4.00 2.00 4.18 3.29 2.02 3.54 3.65 2.52 2.00
I 2.68 2.70 2.75 3.54 3.13 3.22 2.52 3.02 2.81 3.11 2.45 2.25 2.61
J 1.77 4.11 2.61 3.15 4.61 1.84 4.52 3.25 1.68 3.65 3.72 3.36 4.18
K 2.58 2.56 3.06 3.70 3.38 3.18 2.54 2.11 3.04 3.93 2.70 2.72 2.52
L 2.27 3.93 3.68 3.95 3.65 2.86 4.00 3.38 3.56 3.93 2.45 3.52 3.09
表2：各映像の回答毎の標準偏差（N=44）
01：見慣れた 02：面白さ 03：安心感 04：寂しげ 05：大きい 06：平凡な 07：広がりのある 08：活動的な 09：日常 10：穏やかな 11：洗練された 12：やわらかい 13：自然な
A 0.93 0.90 0.87 0.86 0.86 0.64 1.04 1.19 0.65 0.80 0.73 0.96 0.98
B 0.95 1.08 0.58 1.05 0.96 0.71 0.86 0.59 1.14 0.51 1.03 0.89 0.31
C 1.01 0.98 0.97 0.92 0.82 0.97 1.07 1.12 0.88 1.13 0.82 0.90 0.85
D 1.22 1.24 1.02 0.88 0.70 1.19 0.63 1.27 1.28 0.66 1.09 0.80 1.14
E 0.96 1.09 0.83 0.95 0.83 1.15 1.11 0.81 1.13 0.61 0.96 0.77 0.68
F 0.92 0.87 0.87 0.78 0.80 0.94 0.65 1.02 1.01 0.88 1.04 0.94 1.45
G 0.80 0.98 0.74 0.83 0.83 0.53 1.08 0.82 0.66 0.74 1.08 1.04 0.81
H 0.75 1.12 0.92 1.05 1.04 0.97 0.88 1.11 1.05 0.89 0.90 1.01 1.02
I 1.03 1.19 1.15 0.78 0.81 1.22 0.94 1.11 1.02 1.19 0.91 0.93 1.11
J 0.90 1.09 1.21 0.95 0.53 0.87 0.72 1.40 0.73 1.02 1.05 0.97 1.13
K 0.99 1.03 0.88 0.84 1.07 1.21 0.89 1.00 1.10 0.75 1.11 1.07 1.19





























































Q6:平凡な-特別な .815 .054 .234
Q9:日常-非日常 .801 .130 .048
Q1:見慣れた-目新しい .772 .120 .221
Q2:おもしろい-つまらない -.612 .200 -.369
Q11:洗練された-素朴な -.554 .008 -.310
Q3:安心感のある-緊張感のある .515 .464 .286
Q12:やわらかい-かたい .231 .581 .145
Q7:広がりのある-こじんまりとした -.141 .553 -.315
Q13:自然な-人工的な 410 .504 .256
Q10:穏やか-荒々しい .239 .486 .373
Q5:大きい-小さい -.239 .438 -.109
Q8:活動的な-静的な -.206 -.120 -.758
Q4:寂しげ-賑やか .130-0.021 .376
固有値 4.71 2.01 1.17






1 97 -0.057 0.950 0.391
2 72 0.402 -0.071 0.971
3 96 -0.239 0.554 -0.724
4 86 -1.099 -0.517 -0.317
5 133 0.518 -0.634 -0.347








































































A B C D E F G H I J K L 計
1 14% 31% 4% 14% 8% 22% 1% 5% 97 風景
2 3% 7% 8% 1% 29% 1% 10% 11% 3% 25% 1% 72 情緒・おとなしさ
3 2% 4% 16% 3% 21% 3% 11% 1% 22% 1% 16% 96 ダイナミックさ
4 3% 5% 16% 33% 12% 8% 15% 8% 86 非日常・目新しさ
5 19% 3% 20% 2% 4% 5% 10% 2% 17% 1% 8% 9% 133 個人的傾向
6 2% 11% 2% 16% 16% 5% 5% 2% 30% 2% 9% 44 非日常・風景
…15％以上 …10％以上14％以下
異なるクラスター群へと分類されているものがいく
つか見られる。これには主にD，E，F，J，Kの映
像が当てはまる。D，Jはそれぞれクラスター3と
クラスター6に多く分類されており，各群の因子
得点を見てみると，「おとなしさ」因子について，
それぞれの相関において負の関連が見られる。Fは
クラスター3とクラスター4に多く分類されてお
り，各因子得点を見ると，「風景性」因子に対し，
負の関連が見られる。Eはクラスター2とクラス
ター6に分かれており，因子得点を見ると「日常
性」，「おとなしさ」因子について負の関連が見られ
る。Kはクラスター2，4に多く分類されており，
因子得点を見ると，「日常性」，「おとなしさ」因子
について負の関連が見られる。また，上記の映像は
全て，アンケートを行った際，回答のピーク値が複
数現れている。
これらの結果を踏まえると，アンケートの回答に
おいて印象が分散したのは，被験者が映像を視聴し
た際，被写体に着目して評価する被験者がいる一方
で，通常とは異なる画角，カメラワークに着目して
評価する被験者がいたからではないだろうか。その
結果，異なるクラスターに分類されたものと考えら
れる。また，ドローンを用いた映像が，異なるクラ
スターに分類されることが多いことから，ドローン
を用いた映像は，このような傾向を強化するように
働くものと考えられる。
Ⅴ.まとめ
本論では，ビデオカメラを用いた映像とドローン
を用いた映像を比較し，ドローンを用いた映像につ
いての特性を探ることを目的とした。調査の結果，
ドローンを用いた映像は，通常の映像に比べてダイ
ナミックな映像として認識されやすいことがわかっ
た。また映像を通して，視聴者に対して与える印象
の振り幅が大きくなるという可能性が示唆された。
通常のカメラでは限界のある3軸方向への動きを
生かし，映像に取り入れることで，これまでにはな
い多種多様な映像表現が可能となる。その特性を踏
まえて運用していくことで，映像番組や行政の広報
活動など，外部へ向けた映像コンテンツの更なる質
の向上に役立つのではないだろうか。しかし，ただ
ドローンを飛ばして撮影するのではなく，被写体を
どのように魅せるのかといった，画角やカメラワー
ク，ドローンの飛行経路についても留意する必要が
ある。
本研究では，本学の学生に対し調査を行なった為，
調査対象の属性が限られていた。被験者の年齢や所
在地によって，映像視聴時の印象が変化することが
考えられる。また，全体としての説明力を向上させ
るための指標等のさらなる検討も必要と考えている。
今後は調査範囲の拡大や，本実験の結果を踏まえ，
研究を進めていきたい。
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